
集
会
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、

一
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

民
族
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
会
場

の
参
加
者
か
ら
は
激
励
を
込
め

た
拍
手
が
惜
し
み
な
く
送
ら
れ

た
。
会
場
内
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
原
発
事
故
の
惨
状
を
示
す

写
真
等
が
展
示
さ
れ
多
く
の
人

が
足
を
止
め
見
入
っ
て
い
た
。

会
場
の
外
で
は
福
島
の
特
産

品
や
飲
食
物
が
販
売
さ
れ
参
加

者
は
積
極
的
に
購
買
し
て
い
た
。

二
部
の
県
民
大
集
会
で
は
、

主
催
者
を
代
表
し
五
十
嵐
史
郎

氏
は
、
「
震
災
と
原
発
事
故
か

ら
2
年
、
様
々
な
努
力
が
な
さ

れ
て
き
た
が
成
果
は
実
感
で
き

な
い
。
復
旧
・
復
興
を
は
じ
め
、

除
染
も
進
ま
ず
生
活
に
見
通
し

が
立
た
な
い
。
一
方
原
発
災
害

の
報
道
も
減
り
、
風
化
の
兆
し

と
原
発
再
稼
働
の
動
き
。
県
民

は
原
発
の
爆
発
で
人
生
を
狂
わ

さ
れ
た
。
核
と
人
類
は
共
存
で

き
な
い
。
核
廃
棄
物
の
処
理
法

も
処
分
場
も
な
い
の
に
原
発
稼

働
を
始
め
た
無
責
任
さ
に
改
め

て
憤
り
を
感
じ
る
。
放
射
能
の

不
安
の
な
い
未
来
を
つ
く
る
責

任
と
義
務
が
我
々
に
あ
る
。
参

加
者
の
意
志
を
結
集
し
全
国
に

発
信
し
よ
う
」
と
強
調
し
た
。

集
会
の
呼
び
か
け
人
を
代
表

し
清
水
修
二
福
島
大
学
教
授
は
、

「
福
島
で
は
県
議
会
全
て
が
一

致
し
福
島
原
発
の
廃
炉
を
決
議

し
、
知
事
も
原
発
の
な
い
福
島

県
を
目
指
す
と
表
明
。
こ
ん
な

県
は
福
島
だ
け
で
あ
り
、
県
内

の
原
発
を
再
び
動
か
す
と
い
う

選
択
肢
は
な
い
。
脱
原
発
は
民

意
で
あ
り
、
原
発
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
る
」
と
福
島
県
民
が

一
致
し
て
脱
原
発
を
目
指
す
よ

う
呼
び
か
け
た
。

11
年
2
月
に
発
生
し
た
JR
東

日
本
新
潟
支
社
の
飯
山
線
大
根

原
踏
切
に
お
け
る
列
車
と
踏
切

通
行
車
両
の
衝
突
事
故
を
受
け
、

仙
台
支
社
は
仙
支
総
第
１
６
８

８
号
の
連
絡
文
書
を
出
し
、
各

現
場
で
の
説
明
を
実
施
し
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
的
な

取
扱
い
で
は
抑
止
手
配
に
時
間

が
か
か
り
す
ぎ
る
な
ど
、
実
態

と
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
り
現

場
で
は
「
机
上
の
文
書
だ
」
と

の
意
見
が
相
次
い
で
い
た
。

地
方
本
部
は
こ
う
し
た
組
合

員
・
職
場
の
声
や
意
見
を
集
約

し
、
国
労
仙
地
申
7
号
を
提
出
。

1
月
28
日
、
鋭
意
交
渉
を
行

な
っ
た
。

そ
の
結
果
（
支
社
は
取
扱
い

訓
練
の
振
り
返
り
を
受
け
見
直

し
た
と
し
て
い
る
）
、
支
社
は

「
運
転
取
扱
細
部
指
導
集
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
（
仙
支
総

第
３
６
３
６
号
・
平
成
25
年
3

月
19
日
）
と
い
う
通
達
文
書
を

発
し
、
関
係
社
員
へ
の
周
知
を

指
示
し
て
い
る
。

改
正
点
の
大
き
な
柱
は
2
点
。

一
つ
は
「
輸
送
指
令
」
が

「
輸
送
指
令
等
」
へ
変
更
に
な
っ

た
こ
と
。
こ
れ
ま
で
取
扱
い
窓

口
が
仙
台
総
合
指
令
室
輸
送
指

令
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
抑

止
手
配
に
時
間
を
要
し
て
い
た

が
、
今
後
は
直
接
当
該
線
区
の

運
行
管
理
す
る
輸
送
指
令
と
の

協
議
が
可
能
に
な
り
時
間
短
縮

が
期
待
で
き
る
。

も
う
一
つ
は
、
踏
切
鳴
動
持

続
時
の
例
外
の
取
扱
い
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
①
緊
急
自
動
車
の

進
来
時
、
②
交
通
渋
滞
に
よ
る

警
察
か
ら
の
改
善
要
請
時
、
③

係
員
に
対
す
る
暴
力
行
為
の
危

惧
時
に
加
え
て
、
「
現
地
の
係

員
の
情
報
に
基
づ
き
支
社
対
策

本
部
も
し
く
は
指
令
間
協
議
で

通
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断

し
た
場
合
」
が
追
記
さ
れ
た
こ

と
。
こ
れ
に
よ
り
現
場
か
ら
の

要
請
に
基
づ
き
指
令
等
が
判
断

し
た
場
合
は
通
行
者
（
車
）
を

通
行
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
、
柔

軟
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
今
回
の
交
渉
で
は
機
外

対
策
や
ケ
ー
ブ
ル
交
換
等
の
設

備
更
新
等
の
一
定
の
予
算
化
も

示
さ
れ
、
い
ず
れ
も
国
労
の
要

求
が
通
っ
た
形
だ
。

一
方
で
、
閑
散
線
区
と
そ
れ

以
外
の
線
区
に
分
割
す
る
こ
と

や
全
踏
切
に
踏
切
支
障
報
知
装

置
（
Ｐ
Ｂ
）
を
設
置
す
る
に
は

至
ら
ず
、
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

加
え
て
施
行
日
が
4
月
1
日

と
な
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
現

場
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
地
本
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
地
本
は
早
急
に
支
社
に
周

知
を
求
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
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3
・
15

第
7
回
地
本
執
行
委
員
会

3
・
19

団
交
（
申
26
号

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
業
務
改
善
）

貨
物
新
賃
金
低
額
回
答
に
対
す
る
申
入
れ

3
・
21

貨
物
ベ
ア
ゼ
ロ
回
答
に
抗
議
す
る
緊
急
集
会

3
・
23

原
発
い
ら
な
い
！
福
島
県
民
大
集
会

3
・
28

団
交
（
ダ
イ
ヤ
改
正

職
場
環
境
積
み
残
し
）

4
・
6

第
34
回
安
プ
ロ
・
第
25
回
支
部
業
務
部
長
会
議

4
・
9

第
8
回
執
行
委
員
会

4
・
13

第
46
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

雪
害
輸
送
障
害
を
検
証
す
る
交
流
会
（
若
松
）

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
2
年
を
機
に

「
原
発
い
ら
な
い
福
島
を
！
県
民
大
集
会
」
が
3
月
23
日
、
福

島
市
あ
づ
ま
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
集
会
会
場
に
は
全

国
か
ら
7
千
人
以
上
が
参
加
し
、
「
原
発
の
な
い
福
島
」
「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
福
島
」
を
目
指
し
、
原
発
依
存
か
ら
の
脱
却

を
誓
っ
た
。

多くのボランティアスタッフが集会を支える

会場を埋め尽くす人々。原発不要の熱気に溢れていた

体
調
を
崩
し
た
大
江
健
三
郎

さ
ん
に
代
わ
っ
て
駆
け
つ
け
た

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん

は
、
「
人
々
の
生
活
を
奪
っ
た

者
は
責
任
を
感
じ
る
べ
き
だ
が

そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
か
つ
て

反
原
発
運
動
に
敗
れ
て
今
日
の

事
態
を
招
い
た
こ
と
に
反
省
が

必
要
だ
が
、
か
つ
て
よ
り
広
い

運
動
を
作
る
決
意
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
再
稼
働
は
絶
対
に
認

め
な
い
」
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
。

集
会
で
は
福
島
県
知
事
、
福

島
市
長
、
南
相
馬
市
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後

県
民
の
代
表
7
人
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
訴
え
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
集
会
宣
言
を
全
体
で

採
択
。
最
後
に
、
呼
び
か
け
人

の
一
人
で
あ
る
武
藤
類
子
さ
ん

は
、
「
こ
れ
以
上
私
た
ち
は
バ

ラ
バ
ラ
に
さ
れ
な
い
、
尊
厳
を

奪
わ
れ
な
い
、
つ
な
い
だ
手
を

離
さ
な
い
の
３
つ
を
心
に
お
い

て
歩
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

閉
会
を
宣
言
し
た
。



第
一
部
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

1
・
講
演
「
被
災
地
の
が
れ
き

処
理
状
況
の
現
状
と
課
題
」

◆
吉
岡
敏
明
氏
（
東
北
大
学
大

学
院
環
境
科
学
研
究
科
教
授
）

○
大
災
害
時
、
市
と
東
北
大
学

は
協
力
し
対
応
す
る
協
定
を
締

結
。
災
害
廃
棄
物
の
処
理
方
法

に
つ
い
て
提
言
し
て
き
た
。

○
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
、
災

害
廃
棄
物
は
全
て
埋
め
立
て
処

分
し
た
が
、
今
回
国
は
廃
棄
物

を
再
利
用
す
る
方
向
。

○
仙
台
市
は
独
自
で
処
理
し
他

の
市
町
村
は
宮
城
県
が
対
応
。

○
作
業
員
に
対
す
る
ア
ス
ベ
ス

ト
教
育
は
実
施
し
た
が
完
全
で

は
な
く
、
埋
め
立
て
処
分
に
な
っ

た
場
合
の
指
導
や
対
応
が
必
要
。

2
・
報
告
「
被
災
地
の
ア
ス
ベ

ス
ト
調
査
報
告
と
対
応
の
提
言
」

◆
外
山
尚
紀
氏
（
東
京
労
働
安

全
セ
ン
タ
ー
・
労
働
衛
生
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

○
経
済
発
展
と
共
に
輸
入
ア
ス

ベ
ス
ト
が
増
加
。
60
～
80
年
を

ピ
ー
ク
に
1
千
万
ト
ン
が
輸
入

さ
れ
多
く
は
建
材
に
使
用
。

○
05
年
6
月
、
尼
崎
市
の
ク
ボ

タ
工
場
の
労
働
者
と
周
辺
住
民

３
０
０
人
が
亡
く
な
っ
た
、

「
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
」
の
報
道

で
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
が
明
ら
か

に
。

○
00
年
代
か
ら
中
皮
腫
の
罹
患

者
が
増
加
し
て
い
る
が
、
原
因

は
百
％
ア
ス
ベ
ス
ト
。
30
年
を

ピ
ー
ク
に
4
～
5
万
人
の
死
亡

者
が
出
る
と
い
う
試
算
も
あ
り
、

今
後
20
年
位
被
害
が
続
く
。

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害

の
対
応
。
11
年
4
月
に
被
災
地

に
入
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
と

気
中
濃
度
を
地
図
上
に
イ
ン
プ
ッ

ト
。
一
目
瞭
然
に
し
た
。

○
石
巻
市
に
ア
ス
ベ
ス
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
上
げ
、
市
民
・

解
体
業
者
の
作
業
員
を
対
象
に

特
別
教
育
を
4
回
実
施
し
２
７

０
人
が
受
講
。
石
綿
作
業
主
任

者
技
能
講
習
は
2
回
実
施
し
、

50
人
が
修
了
。

○
マ
ス
ク
を
使
用
せ
ず
解
体
作

業
を
行
な
っ
て
い
る
場
合
は
石

巻
市
を
通
じ
、
即
時
中
止
さ
せ

散
水
対
応
。

○
今
後
の
活
動
と
課
題
。
ア
ス

ベ
ス
ト
使
用
建
物
の
把
握
と
早

急
な
教
育
の
徹
底
。
除
去
業
者

の
技
量
向
上
・
検
査
方
法
の
確

立
・
管
理
監
督
の
重
要
性
の
認

識
。

3
・
報
告
「
被
災
地
の
健
康
影

響
調
査
報
告
」

◆
広
瀬
俊
雄
氏
（
仙
台
錦
町
診

療
所
・
産
業
医
学
セ
ン
タ
ー
所

長
）

○
が
れ
き
置
き
場
周
辺
の
方
々

の
健
康
調
査
を
実
施
の
結
果
、

皮
膚
病
が
多
発
し
て
お
り
、
が

れ
き
を
撤
去
す
る
と
病
気
が
低

下
し
た
。

○
仮
設
住
宅
の
住
人
の
飲
酒
と

喫
煙
が
増
加
。
先
行
き
が
見
え

な
い
苛
立
ち
が
背
景
か
。
対
策

が
急
務
。

4
・
報
告
「
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
復
旧
作
業
に
お
け
る
労
働

実
態
」

◆
南
慎
二
郎
氏
（
立
命
館
大
学

グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
機
構
研
究
員
）

○
震
災
後
の
作
業
に
対
す
る
作

業
員
へ
の
調
査
報
告
。
①
建
設

業
（
含
解
体
）
に
従
事
58
％
、

②
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
認
識

者
48
％
、
③
作
業
中
の
ア
ス
ベ

ス
ト
と
の
接
触
あ
り
63
％
、
④

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
所
見
あ
り

6
％
で
あ
り
、
建
設
労
働
従
事

者
の
特
異
性
が
明
ら
か
。

○
東
日
本
大
震
災
で
の
従
事
者

に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
や
防
塵
方
法

に
関
す
る
認
識
と
対
応
の
実
行

が
必
要
。

第
二
部
で
は
体
験
コ
ー
ナ
ー
と

し
て
、
が
れ
き
の
中
の
ア
ス
ベ

ス
ト
の
見
つ
け
方
、
ま
た
防
塵

マ
ス
ク
の
取
り
付
け
方
の
体
験
・

訓
練
を
実
施
し
た
。

※
な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
内
容
は
「
国
労
文
化
」
誌
上

で
詳
細
に
報
告
さ
れ
る
予
定
。
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4
月
１
日
付

駅
業
務
委
託
関
係
（
出
向
）

○
小
室

勝
則
さ
ん

○
高
橋

和
彦
さ
ん

○
佐
藤

康
司
さ
ん

（
長
町
駅
か
ら
）

槻
木
駅
（
出
向
）

○
菅
野

等
さ
ん

国
見
駅
（
出
向
）

○
千
葉

庸
逸
さ
ん

宮
城
野
原
駅
（
出
向
）

○
今
野
一
郎
さ
ん

陸
前
高
砂
駅
（
出
向
）

駅
業
務
委
託
に
伴
う
異
動

○
曽
我

浩
之
さ
ん

陸
前
高
砂
駅

→

塩
釜
駅

（
本
線
）

○
橋
本

秀
夫
さ
ん

東
仙
台
駅

→

岩
切
駅

（
在
勤
指
定
管
理
駅
）

○
鈴
木

浩
次
さ
ん

東
仙
台
駅

→

利
府
駅

（
在
勤
指
定
の
変
更
）

○
佐
藤

智
弘
さ
ん

国
見
駅

→

愛
子
駅

（
在
勤
指
定
解
除
）

宮
城
県
支
部

貨
物
宮
城
分
会

四
竃

範
雪

樣
（
52
才
）

3
月
29
日
ご
逝
去

仙
総
所
支
部

台
車
分
会

高
橋

和
彦

樣
（
59
才
）

3
月
31
日
ご
逝
去

故
人
の
生
前
の
ご
活
躍
と
国
労
に
対
す
る
ご
尽
力

に
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

退
職
の
お
知
ら
せ

3
月
31
日
付

久
保

欽
司
さ
ん

郡
山
信
通
区

清
川

末
広
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所

小
瀬
川

亮
一
さ
ん

東
北
自
動
車
支
部

相
沢

宏
光
さ
ん

仙
台
駅
連
合

佐
々
木

勝
紀
さ
ん

福
島
地
区

（
テ
ク
ノ
福
島
）

エ
ル
ダ
ー
退
職

志
賀

俊
則
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
小
牛
田
）

佐
藤

敏
勝
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
ビ
ジ
ネ
ス
駅
ね
っ
と
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

3
月
20
日
、
仙
台
市
内
で
被
災
地
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
を
防
止
す
る
目
的
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

 
「
『
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
な
い
被
災
地
の
復
興
を
』
東
日
本

大
震
災
か
ら
2
年
、
こ
れ
か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
考
え
る

集
い
in
仙
台
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
・
東
京
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
が
主
催
。

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会
か
ら
佐
藤
勝
事
務
長
が
参
加

し
た
の
で
そ
の
報
告
を
一
部
掲
載
す
る
。

4
月
１
日
付

出
向
戻
り

○
安
部

修
一
さ
ん

東
北
交
通
機
械

→

新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

一
般
移
動

○
目
黒

賢
一
さ
ん

陸
前
原
ノ
町
駅

→

岩
切
駅

○
木
藤

昭
弘
さ
ん

仙
台
駅

→

福
島
駅

○
真
木

誠
さ
ん

福
島
総
合
運
輸
区

→

仙
台
運
輸
区

○
野
中

裕
治

郡
山
駅

→

会
津
宮
下
駅

○
大
友

潤
一
さ
ん

福
島
駅

→

郡
山
駅

○
伊
達

宏
仁
さ
ん

仙
台
駅

→

長
町
駅

4
月
10
日
付

○
高
木

文
男
さ
ん

郡
山
駅

→

喜
多
方
駅

郡山総合車両センターで、一部作業の取

り扱いをめぐって、「偽装請負」の疑義が

高まっている。

「郡工情報 第376号 4月3日」によれば、

業務委託された倉庫の棚卸を直轄で行った

が、その際業務委託先会社社員が棚卸に使

用する機器の取り扱い説明を直轄社員に説

明しており、「請負法違反の疑い」がある

という。また、棚卸作業そのものについて

も現場では、業務は委託したが「部品はJR

のものであるからそれを管理するのは当然

JRである」と説明され、一方で支社との団

体交渉では、「当該の倉庫は委託されてい

るのだから、棚卸も当然委託先会社自らが

実施するもの」と返答がされており、二通

りの返答に現場は困惑しているという。


